











































































































































































































































































































































註１  Karl Ernst Osthaus,  “Diskussion über Werkbundarbeit der Zukunft”,  in: Die Neue Sammlung, 
Zwischen Kunst und Industrie: der Deutschen Werkbund, hrsg. von Wend Fischer, München, 197, S. 
102-103. 以下，同書を Werkbund, 197 と記す。
２  Nicolaus Pevsner, Pioneers of Modern Design, New York, 1949, p. 16.; Frederic J. Schwartz, The 




    Richard Riemerschmid: Vom Jgendstil zum Werkbund: Werke und Dokumente; eine Ausstellung 
der Architektur- sammlung der Technischen Universität München, des Münchener Stadtmuseums 
und des Germanischen National- museums Nürnberg, hrsg. Winfied Nerdinger, München, 1982. 以下，
同書を Riemerschmid-Ausstellung, 1982 と記す。
    Michaela Rammert-Görtz, Richard Riemerschmid, Möbel und Innenräume von 1895-1900, 
München, 1987.




















統計によると，ベルリンでは当時「全人口の約90％が年収900 ～ 3000マルク，約６％が3000 ～ 600


























1  Joseph Lux, Das Kunstgewerbe in Deutschland, Leipzig, 1908, S. 120.
16  Hermann Muthesius, “Die Kunst Richard Riemerschmids”, in: Die Kunst, Bd. , 1904, S. 249.





20  Henry van de Velde, “Die verstandesmäßigen und folgerechten Konstruktions      Prinzipien”, in: ID 
13, 1902, S. 107.
21  Hermann Muthesius, The English House, edited by Denis Sharp, London, 1979, S.198.




2  Paul Johannes Rée,  “Die Wiedergeburt unserer bügerlichten Wohnungskunst”,  in  : Der Sämann: 
Monatsschrift für Pädagogische Reform, Bd.11, 1906, S. 81.
26  一例を挙げると，1897年の論文「近代家具の意匠と構造に関する問題」の中で，ヴァン・デ・ヴェル
デは家具を「器官 Organ」として捉え，部品と全体，もしくは家具と室内との関係を，接木とそこ
から成長する芽だとの比喩を用いて，自身の造形理論を展開している。（Henry van de Velde,  “Ein 
Kapital über Entwurf und Bau moderner Möbel”, in: Pan, 1897, S.261.）
27  『自然の芸術的フォルム』の芸術面への影響については，Irenäus Eibl-Eibesfeldt,  “Ernst Haeckel: 
Der Künstler im Wissenschafter”, in: Kunstformen der Natur, 1998, Neudruck, S. 19-30. において詳
しく論じられている。
28  Semper Archiv Ms. 30d, Brief Gottfried Sempers an Eduard Vieweg vom 29. 9. 1843.
29  G. Hauser, “Darwinistisches über Kunst und Technik”, in: Allgemeine Bauzeitung, 1890, S. 17‒19, 2‒
27.
30  一例を挙げると，1911年のドイツ工作連盟年次総会における講演では，「例えばカップはその全体的
フォルムにおいて，全ての国，全ての時代で同一である。……使用と機能から顕れる芸術作品の根本
的理念は，流行，素材，時代的・地理的諸条件の影響を受けない。」というゼンパーの言葉を引用し
ている。（Hermann Muthesius, “Wo stehen wir?”, in: Werkbund, 197, S. 60.）
17
図１　《居間兼食堂（機械家具プログラムプランⅠ）》1905年 図２　 《椅子（機械家具プログ
ラム）》1905年
図３　 《キャビネット（機械家具
プログラム）》1905年
図４　 《ドレスデン工房展示ホール（第三回ド
イツ美術工芸展）》1906年
図６　《エデンの園の習作》1897年　厚紙に油彩　50×55cm
図８　《たなびく幻影のための習作》1897年
　　　キャンバスに油彩　64×114.5cm
図５　《エデンの園のためのスケッチ》1896‒1900年
　　　紙に鉛筆　15×23.3cm
図７　 《エデンの園　第２ヴァージョン》1900年　160×164cm
　　　カンヴァスに油彩（化粧漆喰と彩色された木製額縁）
図９　《たなびく幻影》　1897年　45×77cm
　　　カルトンにテンペラ（彫刻、彩色された木製額縁）
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図10　《食器棚（自邸）》1895年 図11　《引き出し式の机（自邸）》
　　　 1895年
図12　《食器棚》　1897年
図13　《肘掛付きの椅子》1895年 図14　《椅子（音楽室）》　1898‒99年 図16　アンリ・ヴァン・デ・ヴェルデ
　　　  《椅子》1898年
図15　《音楽室の内装》　1898‒99年 図17　ヘッケルによる根本形態
　　　  （『有機体の一般形態学』
図版）
図18　ヘッケルによる放散虫
　　　  （『自然の芸術的フォルム』図
版）
※特に作者名を記載していないものはリヒャルト・リーマーシュミットによる
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